
(57)【要約】

【課題】被加工面のばり取り、研削、研磨、表面処理、

洗浄等の加工をする時において、例えば、被加工面が、

管の内部に形成された管の挿入部の内径よりも大きな空

洞部の場合においても、ブラシ片が的確に被加工面に接

触して加工する事ができると共に、高い加工性能を発揮

でき、構造、及び製造手順が簡易なねじりブラシを提供

する。

【解決手段】各種加工をする為のねじりブラシにおいて

、前記ねじりブラシは、ブラシ部、及び芯線により形成

された支軸部及び保持部を有し、前記保持部は前記ねじ

りブラシの端部に位置すると共に、前記保持部には複数

のブラシ片が前記芯線にて挟み付けられたブラシ部が形

成されてあるものである。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 各 種 加 工 を す る 為 の ね じ り ブ ラ シ に お い て 、 前 記 ね じ り ブ ラ シ は 、 ブ ラ シ 部 、 及 び 芯 線
に よ り 形 成 さ れ た 支 軸 部 及 び 保 持 部 を 有 し 、 前 記 保 持 部 は 前 記 ね じ り ブ ラ シ の 端 部 に 位 置
す る と 共 に 、 前 記 保 持 部 に は 複 数 の ブ ラ シ 片 が 前 記 芯 線 に て 挟 み 付 け ら れ た ブ ラ シ 部 が 形
成 さ れ て あ る こ と を 特 徴 と す る ね じ り ブ ラ シ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 構 成 よ り な る ね じ り ブ ラ シ に お い て 、 前 記 保 持 部 は 前 記 芯 線 に よ り ル ー
プ 状 に 形 成 さ れ て あ る こ と を 特 徴 と す る ね じ り ブ ラ シ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 及 び ２ 記 載 の 構 成 よ り な る ね じ り ブ ラ シ に お い て 、 前 記 ブ ラ シ 片 は 合 成 樹 脂 基
材 の 中 に ダ イ ヤ モ ン ド 、 セ ラ ミ ッ ク 、 金 属 、 合 金 、 あ る い は 天 然 鉱 石 の 少 な く と も １ 種 類
以 上 の 砥 粒 が 含 ま れ て あ る こ と を 特 徴 と す る ね じ り ブ ラ シ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ 記 載 の 構 成 よ り な る ね じ り ブ ラ シ 、 及 び 筒 状 体 か ら 形 成 さ れ て あ る と 共
に 、 前 記 筒 状 体 は 前 記 ブ ラ シ 部 の 回 転 外 径 よ り も 小 の 内 径 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ね じ
り ブ ラ シ 工 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 加 工 面 の 各 種 加 工 を す る 為 に 使 用 す る ね じ り ブ ラ シ 及 び ね じ り ブ ラ シ を 使
用 し た 工 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ね じ り ブ ラ シ に 関 し て は 、 使 用 目 的 に 応 じ て 、 様 々 な 改 良 が な さ れ 、 例 え ば 、 金
属 製 棒 部 材 に 形 成 さ れ た 割 り 込 み 部 に ブ ラ シ 毛 を 挟 み 込 み 、 こ の 部 分 を ね じ る こ と に よ り
構 成 さ れ る ね じ り ブ ラ シ に お い て 、 シ ャ ン ク 部 と ブ ラ シ 毛 挟 み 込 み 領 域 と が 一 体 成 形 さ れ
て い る 金 属 製 棒 部 材 と 、 前 記 ブ ラ シ 毛 挟 み 込 み 領 域 に 形 成 さ れ て い る 割 り 込 み 部 と 、 前 記
割 り 込 み 部 に 挟 み 込 ま れ た ブ ラ シ 毛 が ね じ ら れ て 形 成 さ れ て い る ブ ラ シ 部 と か ら 構 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る ね じ り ブ ラ シ の 技 術 が ね じ り ブ ラ シ 及 び ね じ り ブ ラ シ の 製 造 方 法
と し て 、 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ９ ８ ６ ８ ７ 号 公 報 に 開 示 さ れ て あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 多 数 の 細 い 金 属 製 の 素 線 を 撚 り 合 わ せ て 形 成 さ れ て 内 視 鏡 の 管 路 内 に 挿
脱 自 在 な ロ ー プ の 一 端 側 の 撚 り を ほ ぐ し 、 そ の 近 傍 部 分 と 上 記 ロ ー プ の 他 端 側 と に お い て
上 記 ロ ー プ の 撚 り 合 わ さ れ た 状 態 を 各 々 固 着 す る と 共 に 、 そ の 両 端 固 着 部 の 間 で は 上 記 ロ
ー プ を 素 材 の ロ ー プ の ま ま と し 、 上 記 の ほ ぐ さ れ て 広 が っ た 部 分 を 、 上 記 撚 り 合 わ せ に よ
っ て 付 け ら れ た カ ー ル を 有 す る ブ ラ シ 毛 部 と し た 内 視 鏡 用 ブ ラ シ の 技 術 が 、 内 視 鏡 用 ブ ラ
シ と し て 、 特 許 第 ３ ５ ７ ９ ６ ０ ０ 号 に 開 示 さ れ て あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 　 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ９ ８ ６ ８ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 　 特 許 第 ３ ５ ７ ９ ６ ０ ０ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の ね じ り ブ ラ シ に 関 し て は 、 例 え ば 、 上 記 の 如 く の 各 種 の 特 徴 を 有 す る 技 術 が 、 開
示 さ れ て あ る が 、 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ９ ８ ６ ８ ７ 号 公 報 に お い て は 、 金 属 製 棒 部 材 を 使 用 し
た 割 り 込 み 部 に 挟 み 込 ま れ た ブ ラ シ 毛 が ね じ ら れ て ブ ラ シ 部 が 構 成 さ れ て い る 為 、 ね じ り
ブ ラ シ の 先 端 部 に 形 成 さ れ た ブ ラ シ 毛 は 、 容 易 に 脱 落 す る と い う 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 第 ３ ５ ７ ９ ６ ０ ０ 号 に お い て は 、 ロ ー プ の 一 端 側 の 撚 り が ほ ぐ さ れ て 広 が っ
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た 部 分 を 、 撚 り 合 わ せ に よ っ て 付 け ら れ た カ ー ル を 有 す る ブ ラ シ 毛 部 と し て い る 為 、 ブ ラ
シ 毛 部 の 先 端 部 は 、 例 え ば 、 管 内 の 底 部 に 接 触 し て 洗 浄 等 が で き る が 、 例 え ば 、 管 内 の 奥
部 に 形 成 さ れ て あ る 、 管 の 挿 入 部 の 内 径 よ り も 大 き な 空 洞 部 の 被 加 工 面 に た い し て は 、 ブ
ラ シ 毛 部 を 接 触 さ せ る 事 が 不 可 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 被 加 工 面 の ば り 取 り 、
研 削 、 研 磨 、 表 面 処 理 、 洗 浄 等 の 各 種 加 工 を す る 時 に お い て 、 管 の 挿 入 部 の 内 径 よ り も 大
き な 空 洞 部 を 有 す る 被 加 工 面 の 場 合 に お い て も 、 ブ ラ シ 片 が 的 確 に 被 加 工 面 に 接 触 し て 加
工 す る 事 が で き る と 共 に 、 高 い 加 工 性 能 を 発 揮 で き 、 構 造 、 及 び 製 造 手 順 が 簡 易 な ね じ り
ブ ラ シ を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 課 題 解 決 手 段 は 、 各 種 加 工 を す る 為 の ね じ り ブ ラ シ に お い て 、 前 記 ね じ り ブ ラ シ
は 、 ブ ラ シ 部 、 及 び 芯 線 に よ り 形 成 さ れ た 支 軸 部 及 び 保 持 部 を 有 し 、 前 記 保 持 部 は 前 記 ね
じ り ブ ラ シ の 端 部 に 位 置 す る と 共 に 、 前 記 保 持 部 に は 複 数 の ブ ラ シ 片 が 前 記 芯 線 に て 挟 み
付 け ら れ た ブ ラ シ 部 が 形 成 さ れ て あ る 構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 課 題 解 決 手 段 は 、 第 １ の 課 題 解 決 手 段 の ね じ り ブ ラ シ に お い て 、 前 記 保 持 部 は 前
記 芯 線 に よ り ル ー プ 状 に 形 成 さ れ て あ る 構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ３ の 課 題 解 決 手 段 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 課 題 解 決 手 段 の ね じ り ブ ラ シ に お い て 、 前 記 ブ
ラ シ 片 は 合 成 樹 脂 基 材 の 中 に ダ イ ヤ モ ン ド 、 セ ラ ミ ッ ク 、 金 属 、 合 金 、 あ る い は 天 然 鉱 石
の 少 な く と も １ 種 類 以 上 の 砥 粒 が 含 ま れ て あ る 構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ４ の 課 題 解 決 手 段 は 、 第 １ か ら 第 ３ の 課 題 解 決 手 段 の ね じ り ブ ラ シ 、 及 び 筒 状 体 か ら
形 成 さ れ て あ る と 共 に 、 前 記 筒 状 体 は 前 記 ブ ラ シ 部 の 回 転 外 径 よ り も 小 の 内 径 を 有 す る 構
成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 第 １ の 課 題 解 決 手 段 に よ る 作 用 は 次 の 通 り で あ る 。 す な わ ち 、 ね じ り ブ ラ シ を 構 成
す る 保 持 部 に は 、 ブ ラ シ 部 が 、 複 数 の ブ ラ シ 片 が 前 記 芯 線 に て 挟 み 付 け ら れ て 形 成 さ れ て
あ る 為 、 ブ ラ シ 部 は 、 保 持 部 の 外 周 部 に 放 射 状 に 形 成 で き る 。 放 射 状 の ブ ラ シ 部 は 、 ね じ
り ブ ラ シ の 端 部 に 形 成 さ れ て あ る 為 、 例 え ば 、 被 加 工 面 が 、 管 の 内 部 に 形 成 さ れ て あ る と
共 に 、 管 の 挿 入 部 の 内 径 よ り も 大 き な 空 洞 部 を 有 す る 場 合 に お い て も 、 空 洞 部 に 到 達 し た
ブ ラ シ 部 が 、 保 持 部 の 外 周 部 に 放 射 状 に 押 し 広 げ ら れ る 。 そ の 為 、 ブ ラ シ 部 を 的 確 に 被 加
工 面 に 接 触 さ せ て 加 工 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 第 ２ の 課 題 解 決 手 段 に よ る 作 用 は 次 の 通 り で あ る 。 す な わ ち 、 第 １ の 課 題 解 決 手 段
の ね じ り ブ ラ シ を 構 成 す る 保 持 部 が ル ー プ 状 に 形 成 さ れ て あ る 。 ま た 、 ブ ラ シ 部 は 、 ル ー
プ 状 の 芯 線 に 挟 み 付 け ら れ て あ る 。 そ の 為 、 ブ ラ シ 片 が 保 持 部 か ら 脱 落 す る 事 が 無 い 。 ま
た 、 ル ー プ 状 の 先 端 部 を 被 加 工 面 に 接 触 さ せ る 事 が で き る 為 、 被 加 工 面 を 傷 つ け る 事 が 無
い 。 ま た 、 挟 み 付 け た 後 、 更 に ル ー プ 状 の 保 持 部 に ね じ り を 加 え た 場 合 に は 、 ブ ラ シ 部 は
、 保 持 部 の 外 周 部 に 放 射 状 に 形 成 で き る 。 ま た 、 挟 み 付 け た 後 、 更 に ル ー プ の 保 持 部 を 絞
り 込 む よ う に 芯 線 に 捩 り を 加 え た 場 合 に は 保 持 部 の 外 周 部 に 、 概 円 柱 状 の ブ ラ シ 部 が 形 成
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 第 ３ の 課 題 解 決 手 段 に よ る 作 用 は 次 の 通 り で あ る 。 す な わ ち 、 第 １ 及 び 第 ２ の 課 題
解 決 手 段 の ね じ り ブ ラ シ を 構 成 す る ブ ラ シ 片 は 、 合 成 樹 脂 基 材 の 中 に ダ イ ヤ モ ン ド 、 セ ラ
ミ ッ ク 、 金 属 、 合 金 、 あ る い は 天 然 鉱 石 の 少 な く と も １ 種 類 以 上 の 砥 粒 が 含 ま れ て あ る 。
ブ ラ シ 片 に 含 ま れ た 前 記 砥 粒 は 、 被 加 工 面 に 接 触 し て 、 被 加 工 面 の 汚 れ 、 ば り 等 を 強 力 に
掻 き 出 す 事 が で き る 。 合 成 樹 脂 基 材 と は 、 例 え ば 、 ナ イ ロ ン 樹 脂 に 代 表 さ れ る ポ リ ア ミ ド
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樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ エ チ レ ン や ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の ポ リ オ レ フ ィ ン 、 ポ リ ス チ レ ン
、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 コ ー ネ ク ス 、 ポ リ イ ミ ド 、 ポ リ モ ン ド 、 塩 化 ビ ニ ル 、 カ ー ボ ン ナ ノ
繊 維 、 フ ッ 素 、 ス パ ン デ ッ ク ス で あ る 。 ダ イ ヤ モ ン ド は 、 天 然 あ る い は 人 工 の い ず れ で あ
っ て も 良 い 。 ま た 、 金 属 、 合 金 と は 、 例 え ば 、 各 種 鉄 鋼 、 銅 、 ピ ア ノ 線 鋼 、 硬 鋼 、 真 鍮 、
り ん 青 銅 、 各 種 炭 素 繊 維 、 硫 化 銅 複 合 繊 維 、 銀 複 合 繊 維 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 チ タ ン 、 ア ル ミ
ニ ウ ム 合 金 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 ニ ッ ケ ル 、 カ ー ボ ン ナ ノ ワ イ ヤ ー 、 シ リ コ ン カ ー バ イ ト 、 酸
化 ク ロ ム 、 ジ ル コ ニ ア 等 の 砥 粒 で あ る 。 セ ラ ミ ッ ク 、 天 然 鉱 石 と は 、 例 え ば 、 酸 化 セ リ ウ
ム 、 ア ル ミ ナ 、 酸 化 珪 素 、 ガ ラ ス 、 ガ ー ネ ッ ト 、 エ メ リ ー 、 炭 化 ケ イ 素 、 タ ル ク 、 カ オ リ
ン 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 珪 藻 土 、 蛍 石 等 等 の 砥 粒 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 第 ４ の 課 題 解 決 手 段 に よ る 作 用 は 次 の 通 り で あ る 。 す な わ ち 、 第 １ か ら 第 ３ の 課 題
解 決 手 段 の ね じ り ブ ラ シ 、 及 び 筒 状 体 か ら 形 成 さ れ て あ る と 共 に 、 前 記 筒 状 体 は 前 記 ブ ラ
シ 部 の 回 転 外 径 よ り も 小 の 内 径 を 有 す る ね じ り ブ ラ シ 工 具 と し た も の で あ る 。 使 用 時 に お
い て は 、 ね じ り ブ ラ シ が 挿 入 さ れ た 筒 状 体 を 、 被 加 工 面 を 有 す る 管 内 等 に た い し て 当 接 、
あ る い は 挿 入 後 、 ね じ り ブ ラ シ の み を 、 管 内 の 空 洞 部 に 到 達 す る ま で 挿 入 す る 。 空 洞 部 に
到 達 し た ね じ り ブ ラ シ の ブ ラ シ 部 は 、 保 持 部 の 外 周 部 に 放 射 状 に 押 し 広 げ ら れ 、 空 洞 部 の
被 加 工 部 分 に 接 触 し て 、 汚 れ 、 ば り 等 を 強 力 に 掻 き 出 す 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ね じ り ブ ラ シ は 、 端 部 に 位 置 す る 保 持 部 に 、 複 数 の ブ ラ シ 片 が 芯 線 に て 挟 み 付 け ら れ た
ブ ラ シ 部 が 形 成 さ れ て あ る 為 、 被 加 工 面 が 、 管 内 に 形 成 さ れ る と 共 に 管 の 挿 入 部 の 内 径 よ
り も 大 き な 空 洞 部 で あ る 場 合 に は 、 空 洞 部 に 到 達 し た ブ ラ シ 部 が 、 保 持 部 の 外 周 部 に 放 射
状 に 押 し 広 げ ら れ る 事 に よ り 空 洞 部 の 被 加 工 部 分 に 接 触 し て 、 汚 れ 、 ば り 等 を 強 力 に 掻 き
出 す 事 が で き る 。 ま た 、 保 持 部 が ル ー プ 状 の 場 合 に は 、 ブ ラ シ 片 が 保 持 部 か ら 脱 落 す る 事
が 無 い と 共 に 、 被 加 工 面 を 傷 つ け る 事 が 無 い 。 ま た 、 合 成 樹 脂 基 材 に 砥 粒 が 含 ま れ た ブ ラ
シ 片 を 使 用 し た 場 合 に は 、 砥 粒 が 被 加 工 面 に 接 触 し て 被 加 工 面 の 汚 れ 、 ば り 等 を 強 力 に 掻
き 出 す 事 が で き る と 共 に 、 少 な い 毛 量 に て 、 高 い 加 工 性 能 を 発 揮 で き る 。 さ ら に ま た 、 ね
じ り ブ ラ シ 、 及 び ね じ り ブ ラ シ の ブ ラ シ 部 の 回 転 外 径 よ り も 小 の 内 径 を 有 す る 筒 状 体 か ら
な る ね じ り ブ ラ シ 工 具 を 使 用 し た 場 合 に は 、 筒 状 体 を 被 加 工 面 を 有 す る 管 内 等 に た い し て
当 接 、 あ る い は 挿 入 す る 事 に よ り 、 迅 速 、 か つ 簡 易 に 、 ね じ り ブ ラ シ を 管 内 等 に 挿 入 で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 ね じ り ブ ラ シ は 、 ブ ラ シ 部 、 及 び 芯 線 に よ り 形 成 さ れ た 支 軸 部 及 び 保 持
部 を 有 し 、 前 記 保 持 部 は 前 記 ね じ り ブ ラ シ の 端 部 に 位 置 す る と 共 に 、 前 記 保 持 部 に は 複 数
の ブ ラ シ 片 が 前 記 芯 線 に て 挟 み 付 け ら れ た ブ ラ シ 部 が 形 成 さ れ て あ る 。 芯 線 は 、 １ 本 の 線
材 を 中 央 に て 折 り 返 し た 後 、 捩 り を 加 え る か 、 あ る い は 複 数 本 の 線 材 を 重 ね 合 わ せ て 捩 り
を 加 え て あ る 。 保 持 部 に は 、 ブ ラ シ 片 が 挟 み 付 け ら れ て ブ ラ シ 部 が 形 成 さ れ て あ り 、 保 持
部 の 外 周 部 に 放 射 状 あ る い は 概 円 柱 状 に 形 成 さ れ て あ る 。 保 持 部 の 先 端 部 の 接 合 は 、 半 田
付 け 、 溶 接 、 接 着 等 を 使 用 で き る 。 ま た 、 保 持 部 と は 、 ね じ り ブ ラ シ の 先 端 部 か ら 線 材 の
３ 捩 り 以 内 ま で に ブ ラ シ 部 が 形 成 さ れ て あ る 形 態 を 採 用 で き る 。 好 適 に は 、 ２ 捩 り 以 内 に
ブ ラ シ 部 が 形 成 さ れ て あ る 形 態 で あ り 、 よ り 好 適 に は 、 １ 捩 り 以 内 に ブ ラ シ 部 が 形 成 さ れ
て あ る 形 態 で あ る 。 第 １ の 発 明 の ね じ り ブ ラ シ は 、 上 記 の 如 く の 構 成 で あ る 為 、 被 加 工 面
が 、 例 え ば 、 管 内 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 管 の 挿 入 部 の 内 径 よ り も 大 き な 空 洞 部 で あ る 場 合
に お い て は 、 空 洞 部 に 到 達 し た ブ ラ シ 部 が 、 保 持 部 の 外 周 部 に 放 射 状 に 押 し 広 げ ら れ る 事
に よ り 空 洞 部 の 被 加 工 部 分 に 接 触 し て 、 汚 れ 、 ば り 等 を 強 力 に 掻 き 出 す 事 が で き る 。 ま た
、 芯 線 の 材 質 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 、 ピ ア ノ 線 、 硬 鋼 線 、 鋼 線 等 の 金 属 線 、 真 鍮 線 、 り ん 青
銅 線 等 の 非 鉄 金 属 線 、 各 種 炭 素 繊 維 線 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 の ね じ り ブ ラ シ を 構 成 す る 保 持 部 を ル ー プ 状 に 形 成 し た も の
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で あ る 。 ブ ラ シ 部 は 、 複 数 の ブ ラ シ 片 を 、 ル ー プ 状 の 芯 線 の 内 側 に 挟 み 付 け る 事 に よ り 形
成 さ れ て あ る 。 そ の 為 、 ブ ラ シ 片 が 保 持 部 か ら 脱 落 す る 事 が 無 い 。 ま た 、 ル ー プ 状 の 先 端
部 を 被 加 工 面 に 接 触 さ せ る 事 が で き る 為 、 被 加 工 面 を 傷 つ け る 事 が 無 い 。 ま た 、 挟 み 付 け
た 後 、 更 に ル ー プ 状 の 保 持 部 に 捩 り を 加 え た 場 合 に は 、 ブ ラ シ 部 は 、 保 持 部 の 外 周 部 に 放
射 状 に 形 成 で き る 。 ま た 、 挟 み 付 け た 後 、 更 に ル ー プ の 保 持 部 を 絞 り 込 む よ う に 芯 線 に 捩
り を 加 え た 場 合 に は 保 持 部 の 外 周 部 に 、 概 円 柱 状 の ブ ラ シ 部 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 発 明 の ね じ り ブ ラ シ を 構 成 す る ブ ラ シ 片 が 、 合 成 樹 脂 基
材 の 中 に 、 ダ イ ヤ モ ン ド 、 セ ラ ミ ッ ク 、 金 属 、 合 金 、 あ る い は 天 然 鉱 石 の 少 な く と も １ 種
類 以 上 の 砥 粒 が 含 ま れ て あ る 構 成 と し た も の で あ る 。 ブ ラ シ 片 に 含 ま れ た 前 記 砥 粒 は 、 被
加 工 面 に 接 触 し て 、 被 加 工 面 の 汚 れ 、 ば り 等 を 強 力 に 掻 き 出 す 為 、 高 い 加 工 性 能 を 発 揮 で
き る 。 ま た 、 砥 粒 が 含 ま れ て 無 い 合 成 樹 脂 基 材 の ブ ラ シ 片 を 使 用 す る 場 合 に 比 べ て 、 よ り
少 な い 毛 量 に て 、 同 じ 、 ま た は よ り 高 い 研 削 、 ば り 取 り 等 の 加 工 性 能 を 発 揮 で き る 。 な お
、 特 に 、 ダ イ ヤ モ ン ド 砥 粒 入 り の ナ イ ロ ン は 、 極 め て 高 い 加 工 性 能 を 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 第 １ か ら 第 ３ の 発 明 の ね じ り ブ ラ シ 、 及 び 筒 状 体 か ら 形 成 さ れ て あ る と
共 に 、 前 記 筒 状 体 は 前 記 ブ ラ シ 部 の 回 転 外 径 よ り も 小 の 内 径 を 有 す る ね じ り ブ ラ シ 工 具 と
し た も の で あ る 。 ね じ り ブ ラ シ 工 具 は 、 ね じ り ブ ラ シ が 挿 入 さ れ た 筒 状 体 を 、 被 加 工 面 を
有 す る 管 内 等 に た い し て 当 接 、 あ る い は 挿 入 後 、 ね じ り ブ ラ シ の み を 、 管 内 の 空 洞 部 に 到
達 す る ま で 挿 入 し て 使 用 す る 。 空 洞 部 に 到 達 し た ね じ り ブ ラ シ の ブ ラ シ 部 は 、 保 持 部 の 外
周 部 に 放 射 状 に 押 し 広 げ ら れ 、 空 洞 部 の 被 加 工 部 分 に 接 触 し て 、 汚 れ 、 ば り 等 を 強 力 に 掻
き 出 す 事 が で き る 。 ま た 、 筒 状 体 を 被 加 工 面 を 有 す る 管 内 等 に た い し て 当 接 、 あ る い は 挿
入 す る 事 に よ り 、 迅 速 、 か つ 簡 易 に 、 ね じ り ブ ラ シ を 管 内 等 に 挿 入 で き る 。 ま た 、 ね じ り
ブ ラ シ 工 具 は 、 筒 状 体 の 内 径 よ り も 大 の 回 転 外 径 の ブ ラ シ 部 が 、 筒 状 体 に 挿 入 さ れ て あ る
為 、 筒 状 体 の み を 把 持 し た 場 合 で あ っ て も 、 ね じ り ブ ラ シ が 筒 状 体 か ら 脱 落 す る 事 が 無 い
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の 形
態 に よ り 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ か ら 図 ３ に て 、 実 施 例 １ を 示 す 。 図 １ は 、 ね じ り ブ ラ シ を 前 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 で
あ る 。 図 １ に お い て 、 １ は ね じ り ブ ラ シ 、 ２ は 芯 線 、 ３ は ブ ラ シ 部 、 ４ は ブ ラ シ 片 、 １ ０
は 回 転 外 径 、 ５ ５ は 支 軸 部 、 ５ ６ は 保 持 部 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ の ね じ り ブ ラ シ の 使 用 時
の 断 面 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 ６ は 被 加 工 物 、 ７ は 管 内 部 、 ８ は 空 洞 部 、 １ ６ 、 ２ ６ は
角 部 、 １ ７ 、 １ ８ は 内 径 、 ２ ７ 、 ２ ８ は 内 壁 部 で あ る 。 図 ３ は 、 他 の 実 施 の 形 態 の ね じ り
ブ ラ シ を 前 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 １ １ 、 ２ １ は ね じ り ブ ラ シ 、 １ ３
、 ２ ３ は ブ ラ シ 部 、 ２ ５ は 接 合 部 、 ６ ５ は 支 軸 部 、 ６ ６ は 保 持 部 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の ね じ り ブ ラ シ １ は 、 図 １ の 如 く 、 ブ ラ シ 部 ３ 、 及 び 芯 線 ２ に よ り 形 成 さ れ た 支
軸 部 ５ ５ 、 及 び 保 持 部 ５ ６ を 有 し て い る 。 保 持 部 ５ ６ は 、 ね じ り ブ ラ シ １ の 端 部 に 形 成 さ
れ て あ り 、 保 持 部 ５ ６ に は 、 複 数 の ブ ラ シ 片 ４ が 芯 線 ２ に て 挟 み 付 け ら れ た ブ ラ シ 部 ３ が
形 成 さ れ て あ る 。 ま た 、 保 持 部 ５ ６ は 、 芯 線 ２ に よ り ル ー プ 状 に 形 成 さ れ て あ る 。 芯 線 ２
に は 、 １ 本 の 鋼 線 が 使 用 さ れ て あ る 。 ブ ラ シ 部 ３ は 、 保 持 部 ５ ６ の 外 周 部 に 放 射 状 に 形 成
さ れ て あ り 、 ブ ラ シ 部 ３ の 外 周 部 は 円 弧 形 状 に 形 成 さ れ て あ る 。 ま た 、 ブ ラ シ 部 ３ の 回 転
外 径 １ ０ は 、 図 ２ の （ Ａ ） の 空 洞 部 ８ の 内 径 １ ８ よ り も 大 き く 設 定 さ れ て あ る 。 ね じ り ブ
ラ シ １ は 、 支 軸 部 ５ ５ の 端 部 を 、 旋 盤 、 ハ ン ド ド リ ル 等 の 回 転 装 置 、 回 転 工 具 等 に 装 着 の
後 、 回 転 し て 使 用 さ れ る 。 ま た 、 ね じ り ブ ラ シ １ は 、 端 部 に ル ー プ 状 に 形 成 さ れ た 保 持 部
５ ６ を 有 す る と 共 に 支 軸 部 ５ ５ が 形 成 さ れ る よ う に 、 １ 本 の 芯 線 を 捩 り 加 工 の 後 、 複 数 の
ブ ラ シ 片 ４ を 保 持 部 ５ ６ の 内 部 に 挿 入 し て 、 保 持 部 ５ ６ に 捩 り を 加 え る 事 に よ り 、 ブ ラ シ
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部 ３ が 製 作 さ れ る 。 ま た 、 ブ ラ シ 片 ４ の 材 質 に は 、 ダ イ ヤ モ ン ド 砥 粒 入 り の ナ イ ロ ン が 使
用 さ れ て あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 ね じ り ブ ラ シ １ は 、 図 ２ の （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） の 如 く 、 内 壁 部 ２ ７ を 有 す る 被 加 工 物
６ の 管 内 部 ７ に 挿 入 し て 使 用 さ れ る 。 被 加 工 物 ６ は 、 管 内 部 ７ の 奥 部 に 管 内 部 ７ の 内 径 １
７ よ り も 大 き な 内 径 １ ８ を 有 す る 空 洞 部 ８ が 形 成 さ れ て あ る 。 ま た 、 空 洞 部 ８ に は 角 部 １
６ 、 ２ ６ 、 内 壁 部 ２ ８ が 形 成 さ れ て あ る 。 管 内 部 ７ に 挿 入 さ れ た ね じ り ブ ラ シ １ は 、 ま ず
、 図 ２ の （ Ａ ） の 如 く 、 ブ ラ シ 部 ３ が 管 内 部 ７ に 接 触 す る 事 に よ り 、 管 内 部 ７ の 内 壁 部 ２
７ に 付 着 し た 汚 れ 、 ば り 等 を 除 去 で き る 。 次 に 、 ブ ラ シ 部 ３ が 空 洞 部 ８ に 到 達 す る よ う に
挿 入 さ れ る と 、 図 ２ の （ Ｂ ） の 如 く 、 空 洞 部 ８ に 到 達 し た ブ ラ シ 部 ３ が 、 保 持 部 ５ ６ の 外
周 部 に 放 射 状 に 押 し 広 げ ら れ る 。 ね じ り ブ ラ シ １ は 、 ブ ラ シ 部 ３ の 回 転 外 径 １ ０ が 、 空 洞
部 ８ の 内 径 １ ８ よ り も 大 き く 設 定 さ れ て あ る 。 そ の 為 、 ブ ラ シ 部 ３ は 、 空 洞 部 ８ に 形 成 さ
れ て あ る 角 部 １ ６ 、 ２ ６ 及 び 内 壁 部 ２ ８ に 接 触 す る 事 が で き る 為 、 付 着 し た 汚 れ 、 ば り 等
を 除 去 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 実 施 例 １ の ね じ り ブ ラ シ １ は 、 上 記 の 如 く の 構 成 と な っ て い る の で 、 ね じ り ブ ラ シ １ を
構 成 す る ブ ラ シ 部 ３ は 、 被 加 工 物 ６ の 内 部 に 形 成 さ れ た 管 内 部 ７ の 内 壁 部 ２ ７ 、 及 び 空 洞
部 ８ の 角 部 １ ６ 、 ２ ６ 及 び 内 壁 部 ２ ８ に た い し て 、 的 確 に 接 触 す る 事 が で き る 。 そ の 為 、
被 加 工 物 ６ の 内 部 の 汚 れ 、 ば り 等 を 強 力 に 掻 き 出 す 事 が で き る 。 ま た 、 保 持 部 ５ ６ は 、 ル
ー プ 状 に 形 成 さ れ て あ る 為 、 ブ ラ シ 片 ４ が 保 持 部 ５ ６ か ら 脱 落 す る 事 が 無 い 。 ま た 、 保 持
部 ５ ６ の 先 端 部 が 被 加 工 物 ６ の 内 壁 等 に 接 触 し た 場 合 に お い て も 、 保 持 部 ５ ６ の 先 端 部 が
、 接 触 し た 内 壁 等 を 傷 つ け る 事 が 無 い 。 ま た 、 ブ ラ シ 片 ４ の 材 質 に ダ イ ヤ モ ン ド 砥 粒 入 り
の ナ イ ロ ン が 使 用 さ れ て あ る 為 、 ダ イ ヤ モ ン ド 砥 粒 が 、 被 加 工 物 ６ の 内 部 に 形 成 さ れ た 管
内 部 ７ の 内 壁 部 ２ ７ 、 及 び 空 洞 部 ８ の 角 部 １ ６ 、 ２ ６ 及 び 内 壁 部 ２ ８ に 接 触 し て 、 被 加 工
物 ６ の 内 部 の 汚 れ 、 ば り 等 を 強 力 に 掻 き 出 す 為 、 高 い 加 工 性 能 を 発 揮 で き る 。 ま た 、 ダ イ
ヤ モ ン ド 砥 粒 が 含 ま れ て 無 い 合 成 樹 脂 基 材 の ブ ラ シ 片 を 使 用 す る 場 合 に 比 べ て 、 よ り 少 な
い 毛 量 に て 、 よ り 高 い 研 削 、 ば り 取 り 等 の 加 工 性 能 を 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 施 例 １ の ね じ り ブ ラ シ １ は 、 上 記 の 如 く の 構 成 と な っ て い る が 、 ね じ り ブ ラ シ を 構 成
す る ブ ラ シ 部 ３ の 形 状 に つ い て は 、 上 記 以 外 に も 、 例 え ば 、 複 数 の ブ ラ シ 片 ４ を 保 持 部 ５
６ の 内 部 に 挿 入 し て 挟 み 付 け た 後 、 更 に 保 持 部 ５ ６ を 絞 り 込 む よ う に 芯 線 ２ に 捩 り を 加 え
る 事 に よ り 、 図 ３ の （ Ａ ） の 如 く 、 保 持 部 ５ ６ の 外 周 部 に 概 円 柱 状 の ブ ラ シ 部 １ ３ を 形 成
す る 事 も で き る 。 ま た 、 先 端 部 の 形 状 に つ い て は 、 上 記 の 如 く の 保 持 部 ５ ６ 以 外 に も 、 図
３ の （ Ｂ ） の 如 く 、 捩 り 合 わ せ た ２ 本 の 芯 線 ２ を 、 接 着 、 溶 接 、 は ん だ 付 け 等 に て 接 合 す
る 事 に よ り 、 接 合 部 ２ ５ が 形 成 さ れ て あ る 保 持 部 ６ ６ も 採 用 で き る 。 ま た 、 ブ ラ シ 部 ３ の
外 周 部 の 形 状 に つ い て は 、 上 記 の 如 く の 円 弧 形 状 以 外 に も 、 例 え ば 、 歯 切 り 形 状 、 波 形 形
状 等 、 適 時 、 採 用 で き る 。 ま た 、 ブ ラ シ 部 ３ は 、 毛 丈 の 異 な る ブ ラ シ 片 ４ を 混 毛 し て 形 成
す る 方 法 、 異 材 を 混 毛 し て 形 成 す る 方 法 等 も 、 適 時 、 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 ブ ラ シ 片 ４ の 材 質 に つ い て は 、 上 記 の ダ イ ヤ モ ン ド 砥 粒 入 り ナ イ ロ ン 以 外 に も 、
例 え ば 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ 等 に 代 表 さ れ る ス テ ン レ ス 鋼 線 、 各 種 ピ ア ノ 線 、 硬 鋼 線 等 の 鋼 線 、
真 鍮 線 、 り ん 青 銅 線 等 の 非 鉄 金 属 線 、 各 種 炭 素 繊 維 線 、 硫 化 銅 複 合 繊 維 線 、 銀 複 合 繊 維 線
、 ア ル ミ ナ 、 酸 化 珪 素 等 の 各 種 砥 粒 入 り 合 成 繊 維 が 使 用 で き る 。 ま た 、 前 記 記 載 の 材 質 の
撚 り 線 が 使 用 で き る 。 ま た 、 芯 線 ２ の 材 質 に つ い て も 、 前 記 記 載 の ブ ラ シ 片 ４ の 材 質 と 同
じ 材 質 を 採 用 で き る 。 ま た 、 芯 線 ２ に た い す る ブ ラ シ 部 ３ の 形 成 方 法 に つ い て は 、 上 記 の
如 く 、 保 持 部 ５ ６ に ブ ラ シ 片 ４ を 挿 入 す る 方 法 、 ２ 本 の 芯 線 ２ に ブ ラ シ 片 ４ を 挟 み 込 ん だ
後 、 端 部 を 接 合 す る 方 法 以 外 に も 、 １ 本 の 芯 線 ２ を 、 中 央 部 に て 折 り 込 み 、 折 り 込 ま れ た
中 央 部 の 端 部 に ブ ラ シ 片 ４ を 挟 み 込 ん で 固 定 、 あ る い は 固 着 し た 後 、 端 部 の 近 傍 を １ 捩 り
の み 捩 る 方 法 も 、 採 用 で き る 。 ま た 、 ブ ラ シ 片 ４ の 断 面 形 状 に つ い て は 、 丸 形 形 状 以 外 に
も 、 三 角 形 、 四 角 形 、 五 角 形 、 六 角 形 等 の 多 角 形 、 あ る い は 概 波 形 、 楕 円 形 、 概 Ｖ 字 形 、
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概 Ｘ 字 形 、 概 Ｙ 字 形 等 、 各 種 異 形 断 面 形 状 を 採 用 で き る 。 断 面 が 多 角 形 に て 形 成 さ れ て あ
る ブ ラ シ 片 ４ を 、 採 用 し た 場 合 に は 、 ブ ラ シ 片 ４ に 形 成 さ れ て あ る 多 角 形 の 断 面 の 角 部 を
被 加 工 部 に た い し て 掻 き 出 す よ う に 接 触 さ せ る 事 が で き る 為 、 高 い ば り 取 り 、 研 削 、 研 磨
、 表 面 処 理 、 洗 浄 等 の 各 種 加 工 能 力 を 発 揮 で き る 。 ま た 、 芯 線 ２ の 材 質 に つ い て は 、 上 記
の 鋼 線 以 外 に も 、 例 え ば 、 非 鉄 金 属 線 、 合 成 樹 脂 線 、 竹 、 木 材 等 の 天 然 繊 維 の 線 等 、 適 時
、 採 用 で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ に て 実 施 例 ２ を 示 す 。 図 ４ は 、 ね じ り ブ ラ シ 工 具 の 断 面 図 で あ る 。 図 ４ に
お い て 、 １ は ね じ り ブ ラ シ 、 ３ は ブ ラ シ 部 、 ９ は 筒 状 体 、 １ ９ は 内 径 、 ２ ０ は 嵌 合 部 、 ３
０ は 案 内 穴 、 ５ １ は ね じ り ブ ラ シ 工 具 、 ５ ５ は 支 軸 部 、 ５ ６ は 保 持 部 で あ る 。 図 ５ は 、 図
４ の ね じ り ブ ラ シ 工 具 の 使 用 時 の 断 面 図 で あ る 。 図 ５ に お い て ６ は 被 加 工 物 、 ４ ０ は 外 周
面 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の ね じ り ブ ラ シ 工 具 ５ １ は 、 図 ４ の 如 く 、 ね じ り ブ ラ シ １ 、 及 び 筒 状 体 ９ に て 形
成 さ れ て あ る 。 筒 状 体 ９ は 、 嵌 合 部 ２ ０ 、 及 び 案 内 穴 ３ ０ を 有 す る 概 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ
て あ る 。 ね じ り ブ ラ シ １ は 、 支 軸 部 ５ ５ を 、 嵌 合 部 ２ ０ 側 か ら 案 内 穴 ３ ０ に た い し て 挿 入
し た 後 、 ブ ラ シ 部 ３ が 案 内 穴 ３ ０ に 装 着 さ れ て あ る 。 ま た 、 案 内 穴 ３ ０ の 内 径 １ ９ は 、 ね
じ り ブ ラ シ １ を 構 成 す る ブ ラ シ 部 ３ の 回 転 外 径 １ ０ よ り も 、 小 さ く 形 成 さ れ て あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 ね じ り ブ ラ シ 工 具 ５ １ の 使 用 方 法 を 説 明 す る 。 ね じ り ブ ラ シ 工 具 ５ １ は 、 支 軸 部
５ ５ の 端 部 を 旋 盤 、 ハ ン ド ド リ ル 等 の 回 転 装 置 、 あ る い は 回 転 工 具 等 に 装 着 の 後 、 回 転 さ
せ て 使 用 す る 。 ま ず 、 図 ５ の （ Ａ ） の 如 く 、 ね じ り ブ ラ シ １ が 挿 入 さ れ た 筒 状 体 ９ の 嵌 合
部 ２ ０ を 、 被 加 工 物 ６ の 外 周 面 ４ ０ に た い し て 挿 入 、 あ る い は 嵌 め 合 わ せ た 後 、 ね じ り ブ
ラ シ １ を 、 被 加 工 物 ６ の 管 内 部 ７ ま で 挿 入 す る 。 そ の 後 図 ５ の （ Ｂ ） の 如 く 、 空 洞 部 ８ に
到 達 す る ま で 挿 入 す る 。 空 洞 部 ８ に 到 達 し た ね じ り ブ ラ シ １ の ブ ラ シ 部 ３ は 、 保 持 部 ５ ６
の 外 周 部 に 放 射 状 に 押 し 広 げ ら れ 、 空 洞 部 ８ の 内 面 に 接 触 し て 、 汚 れ 、 ば り 等 を 強 力 に 掻
き 出 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 実 施 例 ２ の ね じ り ブ ラ シ 工 具 ５ １ は 、 上 記 の 如 く の 構 成 と な っ て い る の で 、 筒 状 体 ９ を
、 被 加 工 物 ６ に 挿 入 、 あ る い は 嵌 め 合 わ せ る 事 に よ り 、 ね じ り ブ ラ シ １ を 、 正 確 、 迅 速 、
か つ 簡 易 に 被 加 工 物 ６ の 内 部 に 挿 入 で き る 。 ま た 、 ね じ り ブ ラ シ 工 具 ５ １ は 、 筒 状 体 ９ の
内 径 １ ９ よ り も 大 の 回 転 外 径 の ブ ラ シ 部 ３ が 、 筒 状 体 ９ の 案 内 穴 ３ ０ に 挿 入 さ れ て あ る 為
、 筒 状 体 ９ の み を 把 持 し た 場 合 で あ っ て も 、 ね じ り ブ ラ シ １ が 筒 状 ９ 体 か ら 脱 落 す る 事 が
無 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 例 ２ の ね じ り ブ ラ シ 工 具 ５ １ は 、 上 記 の 如 く の 構 成 と な っ て い る が 、 筒 状 体 ９ の 形
状 に つ い て は 、 上 記 以 外 に も 、 被 加 工 物 ６ の 形 状 に 応 じ て 、 適 時 、 変 更 で き る 。 ま た 、 筒
状 体 ９ と 被 加 工 物 ６ の 嵌 合 方 法 に つ い て は 、 上 記 以 外 に も 、 使 用 目 的 に 応 じ て 、 例 え ば 、
接 着 、 溶 接 、 は ん だ 付 け 等 に て 接 合 す る 方 法 も 採 用 で き る 。 ま た 、 芯 線 ２ 、 及 び 案 内 穴 ３
０ は 、 上 記 の 如 く 、 直 線 状 以 外 に も 、 使 用 目 的 に 応 じ て 、 例 え ば 、 概 円 弧 状 、 波 形 形 状 等
も 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ね じ り ブ ラ シ １ は 、 主 に 、 被 加 工 面 の ば り 取 り 、 研 削 、 研 磨 、 表 面 処 理
、 洗 浄 等 の 各 種 加 工 を す る 為 に 使 用 さ れ る 。 ば り 取 り と は 、 製 品 の 縁 等 に で き た 余 分 な 部
分 を 、 ブ ラ シ で 削 っ て 除 去 す る 加 工 で あ る 。 ま た 、 研 削 と は 、 被 加 工 面 の 表 面 を ブ ラ シ で
削 っ て 滑 ら か に す る 加 工 で あ る 。 ま た 、 研 磨 と は 、 被 加 工 面 の 表 面 を ブ ラ シ で 砥 き 磨 い て
滑 ら か に す る 加 工 で あ る 。 ま た 、 表 面 処 理 と は 、 被 加 工 面 の 表 面 を ブ ラ シ で 硬 化 、 美 化 、
平 滑 化 、 耐 食 化 さ せ る 等 、 被 加 工 面 の 状 態 を 改 善 さ せ る た め の 加 工 で あ る 。 ま た 、 洗 浄 と
は 、 被 加 工 面 の 表 面 を ブ ラ シ で 洗 い 清 め る 加 工 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 ブ ラ シ 片 ４ の 材 質 と し て は 、 ば り 取 り 、 研 削 、 研 磨 、 表 面 処 理 、 洗 浄 等 の 各 種 加
工 を す る 為 に 使 用 可 能 な 材 質 で あ る な ら ば 、 天 然 繊 維 、 あ る い は 化 学 繊 維 を 使 用 目 的 に 応
じ て 、 適 時 、 設 定 し て 使 用 す る 事 が で き る 。 な お 、 天 然 繊 維 と は 、 植 物 、 動 物 、 鉱 物 を 原
料 と す る 繊 維 で あ り 、 植 物 繊 維 に は 、 例 え ば 、 シ ダ 、 シ ュ ロ 等 の 靭 皮 繊 維 、 パ ッ キ ン 、 サ
イ ザ ル 等 の 葉 脈 繊 維 、 パ ー ム 等 の 果 実 繊 維 、 綿 、 麻 、 石 綿 等 が あ る 。 動 物 繊 維 に は 、 例 え
ば 、 硬 毛 と し て 、 豚 毛 、 馬 毛 、 猪 毛 が あ り 、 軟 毛 と し て 、 山 羊 毛 、 人 毛 、 狸 毛 が あ り 、 他
に も 羊 毛 、 絹 等 が あ る 。 ま た 、 化 学 繊 維 と は 、 石 油 、 石 炭 な ど か ら 化 学 的 な 合 成 や 加 工 に
よ り 作 ら れ る 繊 維 で あ り 、 合 成 繊 維 、 研 削 材 入 り 繊 維 、 通 電 性 複 合 繊 維 、 無 機 繊 維 、 再 生
繊 維 、 半 合 成 繊 維 が あ る 。 合 成 繊 維 と は 、 合 成 高 分 子 化 合 物 か ら 紡 糸 し た 繊 維 で あ り 、 フ
ッ 素 系 、 ポ リ ア ミ ド 系 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ー ル 系 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 系 、 ポ リ エ チ レ ン 系 、 ア ラ
ミ ド 系 等 の 各 合 成 繊 維 が あ る 。 研 削 材 入 り 繊 維 と は 、 例 え ば 、 炭 化 珪 素 、 ア ル ミ ナ 、 ダ イ
ヤ モ ン ド 等 の 各 種 鉱 物 、 シ リ カ 、 セ ラ ミ ッ ク 等 の 研 削 性 能 を 有 す る 材 質 を 、 ナ イ ロ ン 、 Ｐ
Ｂ Ｔ 等 の 基 材 の 繊 維 に た い し て 付 着 、 練 込 み 、 あ る い は 混 入 さ せ て 形 成 し た 繊 維 で あ る 。
通 電 性 複 合 繊 維 と は 、 電 流 を 流 す 事 が で き る 性 能 を 有 す る 繊 維 で あ り 、 各 種 炭 素 繊 維 、 硫
化 銅 複 合 繊 維 、 銀 複 合 繊 維 が あ る 。 通 電 性 複 合 繊 維 は 、 導 電 性 繊 維 と 呼 ば れ る 事 も あ る 。
無 機 繊 維 と は 、 無 機 化 合 物 か ら な る 繊 維 で あ り 、 例 え ば 、 ピ ア ノ 線 、 硬 鋼 線 、 ス テ ン レ ス
鋼 線 、 オ イ ル テ ン パ ー 線 等 の 各 種 鋼 線 、 真 鍮 線 、 り ん 青 銅 線 等 の 非 鉄 金 属 線 等 が あ る 。 再
生 繊 維 と は 、 天 然 の セ ル ロ ー ス な ど か ら な る 木 材 、 綿 、 麻 な ど を 溶 か し て 作 っ た 繊 維 で あ
り 、 レ ー ヨ ン 等 が あ る 。 半 合 成 繊 維 と は 、 合 成 繊 維 と 再 生 繊 維 の 中 間 的 な も の で あ り 、 セ
ル ロ ー ス な ど の 天 然 の 高 分 子 物 質 を 化 学 的 に 処 理 し て エ ス テ ル な ど の 形 に 変 え 、 繊 維 に し
た も の で あ り 、 ア セ テ ー ト 繊 維 等 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 ブ ラ シ 片 ４ の 材 質 は 、 使 用 目 的 に 応 じ て 、 適 時 、 設 定 で き る 。 例 え ば 、 ば り 取 り
加 工 に 使 用 す る 目 的 に た い し て は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 撚 り 線 、 及 び ナ イ ロ ン の 単 線 、 砥 粒 入
り ナ イ ロ ン の 撚 り 線 、 及 び ナ イ ロ ン の 単 線 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 撚 り 線 、 及 び 砥 粒 入 り ナ イ ロ
ン の 単 線 、 ピ ア ノ 線 の 撚 り 線 、 及 び ス テ ン レ ス 鋼 の 単 線 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 撚 り 線 、 及 び ス
テ ン レ ス 鋼 の 単 線 、 導 電 性 繊 維 、 及 び ス テ ン レ ス 鋼 の 撚 り 線 等 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ン レ ス 鋼 の 撚 り 線 、 及 び ナ イ ロ ン の 単 線 を 使 用 し た 場 合 に は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 撚 り
線 に て 、 ば り を 被 加 工 面 か ら 剥 離 さ せ た 後 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 撚 り 線 の 回 転 外 径 よ り も 大 き
な 回 転 外 径 を 有 す る ナ イ ロ ン の 単 線 に て 、 被 加 工 面 を 拭 き 払 う 事 に よ り 、 ナ イ ロ ン の 単 線
の み に て 、 ば り を 被 加 工 面 か ら 剥 離 さ せ る と 共 に 、 表 面 処 理 し て 研 磨 、 あ る い は 平 滑 化 す
る 事 が で き る 。 ま た 、 砥 粒 入 り ナ イ ロ ン の 撚 り 線 、 及 び ナ イ ロ ン の 単 線 を 使 用 し た 場 合 に
お い て も 、 前 記 と 同 様 の 効 果 を 有 す る 事 が で き る 。 ま た 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 撚 り 線 、 及 び 砥
粒 入 り ナ イ ロ ン の 単 線 を 使 用 し た 場 合 に は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 撚 り 線 に て 、 比 較 的 粗 い ば り
を 被 加 工 面 か ら 剥 離 さ せ た 後 、 砥 粒 入 り ナ イ ロ ン の 単 線 の み に て 、 細 か い ば り を 被 加 工 面
か ら 剥 離 さ せ る 事 が で き る 。 ま た 、 ピ ア ノ 線 の 撚 り 線 、 及 び ス テ ン レ ス 鋼 の 単 線 を 使 用 し
た 場 合 に は 、 ピ ア ノ 線 の 撚 り 線 が 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 単 線 を 補 強 す る 為 、 毛 倒 れ 、 毛 折 れ 等
を 防 止 で き る 。 ま た 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 単 線 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 撚 り 線 を 使 用 し た 場 合 に は 、
ス テ ン レ ス 鋼 の 単 線 に て 、 比 較 的 粗 い ば り を 被 加 工 面 か ら 剥 離 さ せ た 後 、 ス テ ン レ ス 鋼 の
撚 り 線 に て 、 細 か い ば り を 被 加 工 面 か ら 剥 離 さ せ る 事 が で き る 。 ま た 、 導 電 性 繊 維 、 及 び
ス テ ン レ ス 鋼 の 撚 り 線 を 使 用 し た 場 合 に は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 撚 り 線 に て 、 ば り を 被 加 工 面
か ら 剥 離 さ せ る と 共 に 、 導 電 性 繊 維 が 、 被 加 工 面 、 あ る い は ね じ り ブ ラ シ に 発 生 し た 静 電
気 を 除 去 す る 事 が で き る 。 ま た 、 ブ ラ シ 片 ４ の 材 質 は 、 前 記 以 外 に も 、 使 用 目 的 に 応 じ て
、 各 種 材 質 を 設 定 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の ね じ り ブ ラ シ 及 び ね じ り ブ ラ シ 工 具 は 、 主 に 、 管 の 内 部 に 形 成 さ れ て あ る と 共
に 、 管 の 挿 入 部 の 内 径 よ り も 大 き な 空 洞 部 を 有 す る 被 加 工 面 を 、 ば り 取 り 、 研 削 、 研 磨 、
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表 面 処 理 、 洗 浄 等 の 各 種 加 工 す る 為 に 好 適 に 使 用 す る も の で あ る 。 ま た 、 歯 の 隙 間 を 被 加
工 面 と す る 歯 間 洗 浄 ブ ラ シ 、 一 般 家 庭 、 あ る い は 事 業 所 内 の 室 内 清 掃 用 ブ ラ シ 、 電 気 掃 除
機 の 床 ノ ズ ル に 搭 載 さ れ る 回 転 ブ ラ シ 等 、 広 く 好 適 に 使 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 　 ね じ り ブ ラ シ を 前 面 側 か ら 見 た 斜 視 図
【 図 ２ 】 　 図 １ の ね じ り ブ ラ シ の 使 用 時 の 断 面 図
【 図 ３ 】 　 他 の 実 施 の 形 態 の ね じ り ブ ラ シ を 前 面 側 か ら 見 た 斜 視 図
【 図 ４ 】 　 ね じ り ブ ラ シ 工 具 の 断 面 図
【 図 ５ 】 　 図 ４ の ね じ り ブ ラ シ 工 具 の 使 用 時 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ 、 １ １ 、 ２ １ 　 ね じ り ブ ラ シ 　 ２ 　 芯 線 　 ３ 、 １ ３ 　 ブ ラ シ 部 　 ４ 　 ブ ラ シ 片
　 ６ 　 被 加 工 物 　 ７ 　 管 内 部 　 ８ 　 空 洞 部 　 ９ 　 筒 状 体 　 １ ０ 　 回 転 外 径
　 １ ６ 、 ２ ６ 　 角 部 　 １ ７ 、 １ ８ 、 １ ９ 　 内 径 　 ２ ０ 　 嵌 合 部 　 ２ ５ 　 接 合 部
　 ２ ７ 、 ２ ８ 　 内 壁 部 　 ３ ０ 　 案 内 穴 　 ４ ０ 　 外 周 面 　 ５ １ 　 ね じ り ブ ラ シ 工 具
　 ５ ５ 、 ６ ５ 　 支 軸 部 　 ５ ６ 、 ６ ６ 　 保 持 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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